
第 16号  (4)は た ら き 人1988年 11月 7日1988年 11.月 7日は た ら き 人(1)第 16号

で
す
。
全
て
の
も
の
の
上
に
あ
り
、
全
て
　
　
は

一
つ
で
す
。

の
も
の
を
貫
き
て
全
て
の
も
の
の
う
ち
に

お
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
も
の
の
父
な
る
神

去
る
八
月
、
台
湾
の
関
山
教
会
、
鹿
野
　
　
家
の
宗
教
と
は
違
う
か
ら
教
会
へ
行
っ
て

教
会
、
延
平
教
会
ず
新
港
教
会
を
訪
ね
る
　
　
は
い
け
な
い
と
い
う
。
大
人
対
象
の
伝
道

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
段
山
教
会
に
投
宿
　
　
集
会
は
著
名
な
方
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か

し
、
兼
牧
教
会
の
鹿
野
教
会
の
両
教
会
と
　
　
教
会
へ
来
で
し
ら
え
な
い
。
来
て
も
本
論

の
交
流
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
，
関
山
教
　
　
に
入
る
と

一
人
去
り
二
人
去
り
し
て
新
ら

会
の
位
・置
は
台
湾
の
右
下
の
と
こ
ろ
台
東
　
　
し
い
人
は
終
り
ま
で
残
ら
な
い
厳
し
い
状

県
の
台
東
市
よ
り
、
北
方
５５
肺
の
山
合
い
　
　
況
で
す
。
機
械
文
明
が
発
達
し
、
居
な
が

の
町
で
す
。
町
の
名
は
関
山
鎮
と
い
い
、
　
　
ら
に
ｔ
て
全
て
を
楽
し
め
る
時
代
に
な
り

日
本
で
い
う
町
に
あ
た
り
ま
す
。
人
口
一　
　
ま
し
た
の
で
二
、
三
〇
年
前
に
比
べ
て
伝

万
四
千
人
、
産
業
稲
作
、
落
花
生
、
ト
ウ
　
　
道
も
む
つ
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

モ
Ｆ
コ
シ
ぃ
教
会
は
六
教
会
、
う
ち
山
の
　
　
　
以
前
教
会
に
来
ら
れ
た
方
で
礼
拝
か
ら

教
会
二
つ
で
す
，
小
学
校
四
校
、
中
学
校
　
　
遠
ざ
か
っ
た
方
々
を
く
ま
な
く
訪
ね
て
い

二
校
、
農
Ｉ
高
校

一
、
主
交
通
は
乗
合
バ
　
　
る

一
人
の
役
員
の
方
と
家
庭
訪
間
を
す
る

ス
、
列
車
、
単
車
、
等
の
地
域
状
況
下
に
　
　
事
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ス
に
の
り
、
又
タ

あ
る
関
山
．教
会
に
宿
泊
し
な
が
ら
長
老
宅
　
　
ク
シ
ー
に
の
り
山
の
・ふ
も
と
の
村
が
目
的

で
の
心
の
と
も
ぅ
た
食
事
と
お
茶
の
時
を
　
　
地
で
し
た
。
六
軒
の
家
を

一
時
間
弱
の
訪

持
っ
て
い
た
だ
き
牧
会
伝
道
の
実
地
見
聞
　
　
問
時
間
で
、
交
通
不
便
な
中
自
分
の
足
で
、

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
疎
化
の
　
　
弱
っ
た
魂
を
求
め
て
歩
く
姿
を
見
て
、
伝

町
で
あ
り
若
年
層
の
勉
学
と
就
職
に
よ
る
　
　
道
は
ど
こ
で
も
同
じ
だ
な
―
と
思
い
ま
し

流
出
が
あ
る
と
の
こ
と
。
異
教
文
化
の
強
　
　
た
。　
ロ
マ
書
十
章

「あ
あ
う
る
わ
し
い
か

い
中
で
伝
道
集
会
の
困
難
さ
を
伺
い
ま
し
　
　
な
、
良
き
お

‐と
ず
れ
を
告
げ
る
者
の
足
は
」

し
た
。
例
え
ば
Ｃ
Ｓ
等
で
小
学
二
年
生
頃
　
　
伝
道
の
原
点
を
見
せ
て
く
れ
る
台
湾
伝
道

ま
で
は
親
一は
子
に
が
，Ｃ
Ｓ
に
行
く
こ
と
に

‐
旅
行
で
し
た
。
■
●

放
任
で
す
が
、
一置
学
年
に
進
む
に
う
れ
、　
　
　
　
　
‐　
　
．．

祝
福
さ
れ
た
公
開
講
座

聖
書
学
校

・
神
学
校
の
次
の
講
座
に
多

数
の
学
生

。
信
徒
が
出
席
し
学
び
、
祝
福

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

▼
七
月

一
二
日
、
聖
書
神
学
会
の
元
校

長
の
舟
喜
順

一
先
生
を
迎
え
、
神
学
校
で

は
「聖
書
論
」
聖
書
学
校
で
は
「救
済
論
」

が
語
ら
れ
た
。
▼
十
月
四
～
六
日
、
ウ
イ

ク
リ
フ
聖
書
翻
約
宣
教
師
福
田
崇
先
生
に

よ
り
、ミ
ニ
言
語
講
座
が
開
か
れ
た
。
▼
＋

月
十

一
～
十
二
日
、
東
京
キ
リ
ス
ト
教
短

期
大
学
学
長
丸
山
忠
孝
先
生
を
迎
え
、
神

学
校
で
は
教
会
史
の
圧
縮
さ
れ
た
講
義
、

聖
書
学
校
で
は
二
晩
に
わ
た
っ
て

「
キ
リ

ス
ト
教
の

ら

っ
た
。

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校
校
長

ラ
ハ
ブ
と
そ
の
家
族
が
、
神
の
軍
勢
に
味

方
し
て
、
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
城
門
を
内
側

か
ら
、
開
放
す
る
事
に
一
枚
加
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
人
間
業
で
は
、
難
攻
不
落

の
城
も
、
神
の
作
戦
と
、
信
仰
を
も
つ
て

戦
う
イ
ス
ラ
エ
ル
の
勇
士
と
、
信
仰
の
家

族
と
な
っ
た
ラ
ハ
ブ
の
選
択
の
二
者
の
協

同
作
戦
の
前
に
、
あ
え
な
く
落
城
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
、
共
産
主
義
王
国
ソ
連
は
、
ペ
レ

ス
ト
ロ
イ
カ
の
風
が
吹
き
、
反
体
制
派
の

親
分
と
目
さ
れ
て
い
た
サ
ハ
ロ
フ
博
士
の

名
誉
を
回
復
し
、
今
年
申
に
、
全
政
治
犯

を
釈
放
す
る
と
発
表
し
た
。
お
隣
り
の
韓

国
と
北
朝
鮮
の
合
併
は
、
二
〇
〇
〇
年
に

可
能
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
国
連
大
使

は
の
べ
、
華
僑
の
著
名
な
学
者
は
、
五
十

年
後
、
中
国
は
キ
リ
ス
ト
教
国
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
予
言
を
し
て
い
る
。
日
本
が
ア

ラ
ブ
世
界
の
最
大
の
宣
教
師
派
遣
国
に
な

る
と
語
ら
て
い
る
人
も
い
る
。
こ
の
世
界

の
激
し
い
変
化
の
背
後
に
、
世
界
宣
教
が

南

の
隣
人
を
訪
ね

て

三
年

末

吉

重

明

沖 縄 信 徒 聖 書 学 校

沖 縄 聖 書 神 学 校

―
「米

・
ア
ラ
ス
カ
の
海
の
厚
い
永
に
開
ざ

さ
れ
た
二
頭
の
鯨
の
救
出
作
戦
が
、
米
ソ

の
空
と
海
か
ら
の
協
力
に
よ
り
成
功
し
た

の
は
、　
一
九
八
八
年
十
月
二
十
六
日
の
事

で
し
た
。
さ
か
の
ぼ
る
五
十
年
以
上
前
に
、

エ
リ
コ
城
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
前
に
城

門
を
堅
く
閉
ざ
し
て
、
だ
れ
ひ
と
り
出
入

り
す
る
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
ヨ
シ

ュ
ア
記
六
の
一
）
。　
神
の
人
類
救
出
作
戦

命
令
は
、
ま
ず
ョ
シ
ュ
ア
に
下
り
、
手
勢

を
も
っ
て
、　
一
週
間
エ
リ
コ
城
を

一
回
り

せ
よ
、
と
の
事
。
七
人
の
祭
司
た
ち
が
、

七
つ
の
雄
羊
の
角
笛
を
持
っ
て
、
箱
の
前

を
行
き
、
七
日
目
に
は
、
七
度
町
を
回
り
、

祭
司
た
ち
は
角
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
、
民
は

角
笛
を
聞
い
た
な
ら
、
み
な
大
声
で
と
き

の
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
の

城
壁
が
く
ず
れ
落
ち
た
な
ら
、
民
は
お
の

お
の
ま
っ
す
ぐ
上
っ
て
行
け
。
と
の
事
で

あ
っ
た
。
命
令
ど
お
り
の
作
戦
は
実
行
さ

れ
、
大
勝
利
を
収
め
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
城
内
に
い
た
遊
女

エ
ベ
ソ
四
‥
三
～
六

折

田

政

博

,最
終
ラ
ウ
ン
ド
、
野
球
で
い
え
ば
、
九
回

裏
の
攻
防
戦
に
入

っ
た
こ
の
時
期
に
、
世

界
の
王
の
王
、
主
の
主
で
あ
る
お
方
の
深

い
意
図
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
沖
縄
の
宣
教
は
、　
こ
の
地
に
住
む
私
達

の
責
務
で
あ
る
。
未
伝
地
の
四
町
十
二
ケ

村
に
す
み
や
か
に
教
会
を
置
き
、
福
音
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
日
に
で

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
は
、
群
象

を
見
て
、
羊
飼
い
の
な
い
羊
の
よ
う
に
弱

り
果
て
て
倒
れ
て
い
る
彼
ら
を
か
わ
い
そ

う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
弟
子
た
ち
に

言
わ
れ
た
。

「
収
穫
は
多
い
が
、
働
き
手

が
少
な
い
。
だ
か
ら
、
収
穫
の
主
に
、
収

穫
の
た
め
に
働
き
手
を
送

っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
祈
り
な
さ
い
。」

と

（
マ
タ
イ
九

の
三
六

・
三
七

・
三
八
）
。

鯨
の
救
出
作
戦
の
先
頭
に
立

っ
た
の
は

エ
ス
キ
モ
ー
人
で
し
た
。　
ェ
リ
コ
攻
略
は
．

ヨ
シ
ュ
ア
と
ラ
ハ
ブ
の

「
信
仰
の
勝
利
」

で
し
た
。
江
紺
の
．締
福
音‐‐化
‐ま‐‐
だ
れ
の
手

に
？
「門
が
閉
じ
ら
れ
る
」二
削
に
、
あ
な

た
が
立
ち
上
る
時
が
来
て
い
ま
せ
ん
か
？

日 時 : 12月 4日 (日 )午后 3時

場 所 :沖 縄祈襦院 (首里石嶺 )

讃美、クリスマスページェント、証しあり、楽しいひとときを

ともにすごしましょう。兄弟姉妹の来会歓迎/

嘱E)0988(84)4391

嶺 4- ¬
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の
卒
業
生
と
し
て

し

た

し
つ
つ
二
年

た
し
ま
す
。

て

映
え
あ
る
超
教

、
共
に
祈
り
、

喜
び
と
恵
み
を
　
　
た
試
練
を
も
与
え
、

い
と
お
も
い
ま
す
。
　

見
せ
て

週
二
晩
の
学
び
も
、
主
が
私
達
の
時
間
を

聖
別
し
て
下
さ
り
い
健
康
を
支
え
、
思
い

を
整
え
て
下
ヽ
ち
で
豊
か
，こ‐導
い
て
下
さ

い
ま

し

た

。
　
　
　
　

．
　

　

．

ま
た
、
諸
先
生
方
に
は
、
知
る
に
疎
く
、

悟
り
に
遅
い
私
達
を
、
限
り
な
い
忍
耐
と

愛
を
も

っ
て
励
ま
し
、
教
え
導
い
て
下
さ

い
ま
し
た
。
気
さ
く
で
話
し
好
き
な
安
里

祈
り

つ
づ
け
て
来
た
台
湾
伝
道
研
修
の

旅
も
い
よ
い
よ
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
台
湾
は
小
生
に
と

っ
て
は
第
二
の
故

郷
で
も
あ
る
。
青
年
期
に
五
年
間
も
台
北

で
生
活
し
た
経
験
も
あ
り
敗
戦
に
よ
ち
て

沖
縄
に
引
き
揚
げ
て
来
ま
し
た
。
沖
縄
が

日
本
復
帰
後
こ
れ
で
四
度
目
の
台
湾
訪
間

と
な

っ
た
ｃ

回
を
重
ね
る
度
に
成
長
す
る
台
湾
は
今
、

躍
動
の
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
に
驚
き
で

し
た
し
八
月
五
日
沖
縄
を
発
ち
台
北
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
末
吉
兄
、
引
率
の
古
堅
先
生
と

一
泊
し
、
六
日
九
時
、
私
の
巡
遣
先
の
教

会
の
牧
師
、
長
老
が
出
迎
え
に
来
ら
れ
た

事
に
感
謝
し
ま
し
た
。
台
北
近
郊
の
板
橋

文
章
は
、
卒
業
生
代
表
と
し
て
挨
拶
さ
れ

た
も
の
で
す
。●
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
上

台
湾
伝
道
研

‐‐
修
報
告

二
年
　
藤

村

幸

貴

先
生
。
試
験
の
度
に

「主
の
山
に
備
え
あ

り
」
と
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
い
つ

も
柔
和
、
信
仰
の
継
承
を
淡
々
と
説
か
れ

た
新
垣
先
生
。
談
論
風
発
し
て
講
義
が
深

夜
に
及
ん
だ
運
天
先
生
。
聖
霊
充
満
、
何

故
か
ヤ
マ
ト
グ
チ

（大
和
国
）
が
上
手
な

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（沖
縄
人
）
折
田
先
生
。

ユ
タ
、
サ
ン
ジ
ン
ソ
ウ
か
ら
教
会
成
長
論

ま
で
、
気
合
い
の
入
っ
た
国
吉
先
生
。
説

教
実
演
、
そ
れ
は
苦
し
み
の
時
ё
笑
い
で

教
え
た
テ
ー
フ
ァ
ー
、
斉
藤
先
生
Ｐ
愛
と

情
熱
を
も
っ
て
、
パ
ウ
ロ
を
語
ら
れ
た
名

護
の
桃
原
先
生
。
じ
っ
く
り
、
て
い
ね
い
、

し
か
も
余
韻
深
々

（
ア
ジ
ク
ー
タ
ー
）
層

約
研
究
の
渡
真
利
先
生
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
生
き
方
を
力
強
く
啓
発
さ
れ
た
当
銘
先

生
。
身
な
り
端
正
、
牧
会
者
の
本
音
も
間

か
せ
て
く
れ
た
松
田
先
生
ｆ
私
達
は
諸
先

生
方
と
の
出
会
い
を
通
し
て
御
薫
陶
を
頂

く
こ
と
が
で
き
て
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

思
え
ば
，
わ
ず
か
二
年
間
に
、
主
は
私

達
卒
業
・生
の
う
ち
に
も
大
き
な
喜
び
と
ま

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
・
　

・

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
共
に
遊
ん
だ
タ
イ

ガ
ー
・
ビ
ー
チ
、
熱
気
と
緊
張
、
和
気
あ

い
あ
い
の
ク
リ
ス
マ
ス
感
謝
会
、
は
っ
と

す
る
授
業
の
後
の
交
わ
り
会
等
々

・
・‥

沢
山
の
思
い
出
、
恵
み
を
分
か
ち
合
う
こ

と
が
出
来
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
、
私
達
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
新
た

な
る
思
い
で
明
日
へ
の
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ

ン
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
年
間
の

聖
書
学
校
で
の
学
び
を
通
し
て
、
聖
書
の

真
理
の
広
さ
、
深
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
教
理
と
実
践
の
体
系
的
学
び
の
入
り

目
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
高
い
展
望

へ
と
導
か
れ
て
感
謝
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
学
び
を
基
礎
に
し
て
、
更

に
、
主
に
よ
る
訓
練
を
う
け
つ
つ
神
と
人

に
仕
え
、
救
霊
の
た
め
に
自
分
を
与
え
る

僕
と
し
て
、
信
仰
の
歩
み
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
―
　
・

・
ハ首
里
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
員
）

（去
る
二
月
、
十
三
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

十
五
名
兄
姉
が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

一
九
八
九
年
度

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校
学
生
募
集

△
募
集
人
員
　
一
一〇
人

△
入
学
資
格
　
新
生
の
明
確
な
自
覚

を
も
ち
、
受
洗
後

一
年
以

上
忠
実
な
教
会
生
活
を
送

っ
て
い
る
者
，

△
修
養
年
限
　
一
一年

（毎
週
火
曜
日
、

金
曜
日
午
後
七
時
三
〇
分

～
九
時
）

▲
願
書
〆
切
　
一
一漏
末
目

Ａ
入
学
試
験
　
二
月
六
―――

（月
）

午
後
Ｌ
時

△
科
　
　
日
　
聟
書

ｏ
一
般
常
識

・

小
論
文
及
び
面
接

Ａ
中
し
込
み
　
沖
縄
市
宮
里
■
―
三

―
●
一　
　
新
垣
栄
市

電
話
　
七
―
八
九
八
八

を
か
い
ま
悲
し

し

さ
た
正

両
姉
妹●

市
の
靖
域
長
老
教
会
へ
十
時
頃
倒
着
、
準

備
ざ
れ
た

一
室
に
落
付
き
、
翌
日
の
主
目

礼
拝
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
奉
任
。
初
め
て

会
う
方
々
と
礼
拝
後
は
交
わ
り
を
深
め
て

い
く
う
ち
に
同
じ
上
の
家
族
と
し
て
の
実

感
が
増
し
加
わ
り
此
処
に
も
主
の
恵
み
と

み
業
を
見
ま
し
た
。
牧
師
先
生
は
日
本
語

が
達
者
な
方
で
同
時
通
訳
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
の
で
、
言
葉
の
不
自
由
は
ほ
と
ん

ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
が
奉
仕
の

日
々
で
家
庭
集
会
、
祈
祷
会
、
婦
人
会
、

教
会
学
校
、
家
庭
訪
間
と
次
か
ら
次
へ
と

毎
日
多
忙
な
奉
仕
で
し
た
。
特
に
昼
食
と

夕
食
は
教
〈一員
の
家
庭
よ
り
招
か
れ
心
ゆ

く
ば
か
り
の
接
待
を
受
け
個
人
的
に
も
深

い
交
わ
り
が
で
き
ま
し
た
。
台
湾
の
方
々

の
深
い
愛
の
行
為
は
実
に
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
駐
乾
新
摯会
は
開
拓
二
〇
年
で

礼
拝
は
百
二
十
人
位
の
教
会
で
す
。
信
徒

は
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
て
，
長
老
―
執
事
、

教
会
長
の
連
緊
は
よ
く
、
組
織
的
活
動
は
、

開
拓
中
の
私
に
と
っ
て
は
、
と
っ
て
も
学

ぶ
所
が
大
で
し
た
。　
・
　

・
　

・

研
修
日
程
の
最
後
の
三
日
間
は
私
の
所

属
す
る
新
約
教
団
と
．関
わ
り
の
あ
る
国
際

セ
ン
タ
ー
台
湾
事
務
所
を

（台
中
市
在
）

を
訪
間
す
る
こ
と
が
で
き
幸
い
な
事
で
ｔ

た
‥
又
同
盟
の
か
お
る
ハ
ー
ベ
ッ
カ
ー
宣

教
師
御
夫
妻
と
の
交
わ
り
も
あ
り
、
共
に

主
の
み
業
を
ほ
め
た
た
え
て
康
一謝‐で
し
た
。

‐
″
紺
へ
帰
な
な
れ
後
の‐‐に
に
雛
絡
教‐‐‐
禁

し
た
。
）

あ
た
り
感
謝

そ
れ
は
信
徒
か
ら

る
も
の
で
本
当
に
感
謝

一
ぱ

キ
リ
ス
ト
の

え
、
人
種
、

い
ま
す
。

っ
た
哺
境
教
会

の
き
づ
な
で
結
ば
れ
て
御
霊
の

一
致
を
熱
心
に
保
ち
な
さ
い
。
か
だ
ら
は

一
つ
御
霊
は

一
つ
で
す
。
あ
な
た
方
が
召

さ
れ
た
と
き
、
召
し
の
も
た
ら
し
た
望
み

が

一
つ
で
あ

っ
た
の
と
同
じ
で
す
。
主
は

一
つ
信
仰
は
一
つ
、

バ

プ

テ

ス

ト

は

一
つに ~:こ

間
断
食
聖
別
研
修
を
運
天
教
授
の
指
導
の

下
行
わ
れ
た
。
三
年
生
は
、
古
幣
、
宮
村

両
師
と
共
に
二
人
の
神
学
生
．
藤
村
兄
、

末
古
兄
の
計
四
人
で
台
湾
教
会
を
訪
間
し

二
週
間
台
湾
教
会
研
修
伝
道
旅
行
、
四
年
　
祝
さ
れ
た
。
末
古
兄
は
台
東
地
区
の
口
園

次
、
韓
国
教
会
研
修
伝
道
旅
行
と
な
っ
て
　
教
会
で
奉
仕
さ
れ
た
。
以
下
は
二
神
学
生

い
る
。
今
夏
は

一
年
生
は
祈
祷
院
で
十
日
　
の
夏
期
台
湾
教
会
研
修
の
報
告
で
す
。

て

い

藤
村
兄

沖
縄
聖
書
神
学
校
で
は
学
生
に
対
し
て

プ

ロ
グ

ラ

夏
休
み

た
。
拠
に

コ
ロ
サ
イ
　
２８
１
２９

うを学
し

憾卜
♂

ゾ
Ｌ全て

´
■
●
４
一ヽ
，
， ●

●
●
　

．

海
外
伝
道
研
修
に
つ
い
て


